
○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 実施年度 目標設定 基準年度
基準値
(t-CO2)

目標年度
目標値
(t-CO2)

基準年度比
（目標）

実績
(t-CO2)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計

調整後の
温室効果
ガス排出量

基準年度
比

B-Rサーティワンアイスクリーム株式会社
富士小山工場

30 ★ 28 4,403 31 4,227 96.0% 4,092 92.9% 29-31 設備導入 照明設備
品質管理室、生産事務所、パッケージ室（資材保管庫）等の蛍光ランプ
において、ＬＥＤ照明の採用

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

フジアザミ植栽活動
（毎年6月頃、富士山須走口五合目付近にて実施）

31～60

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

富士山清掃活動
（毎年8月に、御殿場市、小山町主催の清掃活動に参加）

サウスポット静岡管理組合 30 28 3,683 31 3,609 98.0% 3,543 96.2% ★ 98.0% 96.2% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 省エネ報告会を実施（エネルギー消費時系列の把握） 31～60

29-31 運用対策 運転管理 総合的に運転管理を実施

29-31 運用対策 保守及び点検 定期点検の実施

29-30 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 5月～10月外気温度に対応して温水ﾎﾟﾝﾌﾟ、電気温水器の停止

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時間帯の消灯

29 設備導入 熱利用設備
・配管保温材の実施
・FCU不良断熱材の取替

30-31 設備導入 照明設備 直管蛍光灯のLED化を実施

サウスポット静岡ホテル共用組合 30 28 3,687 31 3,613 98.0% 3,615 98.0% ★ 98.0% 98.0% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 省エネ報告会を実施（エネルギー消費時系列の把握） 0～30

29-31 運用対策 運転管理 総合的に運転管理を実施

29-31 運用対策 保守及び点検 定期点検の実施

29 設備導入 熱利用設備 配管保温材の実施

30-31 設備導入 照明設備 直管蛍光灯のLED化を実施

サッポロビール株式会社　静岡工場 30 28 22,349 31 21,904 98.0% 20,920 93.6% ★ 98.0% 102.2% 29-30 運用対策 エネルギーデータ管理
日々の帳票での使用量確認、毎月のエネルギー使用状況のチェック、
原動機効率管理等

30 排出低減技術等の開発・普及 その他 当社他工場新ボイラーの導入実績を検討中の段階 29-31 ふじのくにしずおか次世代エネルギーパーク 県民の日に見学会を開催 0～30

29-30 運用対策 運転管理
日々の稼働状況、原動機効率管理から高効率運転につながる調整を実
施

31 排出低減技術等の開発・普及 その他 冷凍機更新中

29-30 運用対策 保守及び点検 計画保全の実施

株式会社サニーメイズ 30 ★ 28 3,137 31 3,043 97.0% 3,014 96.1% 29-31 運用対策 推進体制の整備 管理基準の整備。 31～60

29-31 運用対策 保守及び点検
乾燥機に設置してあるエアーフィルターの清掃を半月毎に実施。ブロワ
のエアーフィルター清掃。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 エアコンの設定を夏季28℃、冬季24℃を各職場に掲示。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
製品切替、故障時（チョコ停）の空運転時に、停止できるところを選定し
て実施。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 半年毎に照度測定。工場巡回後の消灯（B工場）。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休み時の消灯、ＰＣオフ。

29-31 設備導入 電気使用設備 陰圧対策で取り付けたファンに高効率モーター採用。

29-31 設備導入 照明設備 LED照明9割導入済。

株式会社サンエー化研　掛川工場 30 28 5,651 31 6,000 106.2% 5,181 91.7% ★ 93.3% 67.7% 29 設備導入 排熱回収設備 保温剤の採用 31～60

29 設備導入 排熱回収設備 脱臭設備の蓄熱体増設

30 設備導入 照明設備 照明器具をLEDへ交換

31 設備導入 照明設備 -

株式会社サンエー化研　袋井工場 30 28 8,879 31 8,612 97.0% 7,246 81.6% ★ 97.0% 103.7% 29 設備導入 空気調和設備
GHPｴｱｺﾝ（20馬力4台）をEHP省ｴﾈｴｱｺﾝに更新。電気ｴｱｺﾝを省ｴﾈｴｱｺ
ﾝへ更新（6台）

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

29年度は実施できなかった。                        30年度も実施できなかっ
た。

0～30

29 設備導入 照明設備 LED照明へ280台交換実施。

30 設備導入 空気調和設備
GHPｴｱｺﾝ（20馬力4台）をEHP省ｴﾈｴｱｺﾝに更新。電気ｴｱｺﾝを省ｴﾈｴｱｺ
ﾝへ更新（2台）

30 設備導入 照明設備 LED照明へ287台交換実施。

31 設備導入 空気調和設備 -

31 設備導入 照明設備 -

株式会社三協　日の出工場 30 28 4,255 31 4,300 101.1% 4,173 98.1% ★ 96.5% 101.7% 29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 - 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙・袋等を捨てずに再利用した。 0～30

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 - 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 処分するゼラチンを業者へ持っていき、肥料にしてもらい畑で利用した。

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

会社の敷地内植物と、畑の手入れを行った。

三恵株式会社 30 28 7,144 31 7,200 100.8% 7,533 105.4% ★ 98.5% 81.7% 29 設備導入 電気使用設備 新規設備導入 31～60

29-31 設備導入 照明設備 照明設備の更新

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時の消灯活動

株式会社三光 30 28 10,454 31 10,400 99.5% 9,881 94.5% ★ 97.2% 93.3% 29-31 運用対策 燃焼合理化 空気費の調整 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙、使用済封筒など積極的にしようした。 61～80

29-31 設備導入 照明設備 工場内の水銀灯4個をＬＥＤ照明に替えた。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域の清掃活動に参加。

29-31 設備導入 燃焼設備 -

29-31 運用対策 推進体制の整備 ISO14001に基づいて使用燃料の削減に努めた。

自己評価
点数分布

- 1 -



サンビック株式会社　細江工場 30 28 3,154 31 3,100 98.3% 3,181 100.9% ★ 96.8% 112.1% 29 運用対策 推進体制の整備
月1回の経営会議を利用し報告を行う。(環境パフォーマンス・改善提案
等)

0～30

29-30 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 社内通達により周知、徹底する。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 表示・看板等により周知、徹底する。

29-31 設備導入 電気使用設備 実施事項無し。

29-31 設備導入 照明設備 水銀灯400w×42台、250ｗ×13台をLED照明に変更する。

山陽色素株式会社　東海工場 30 28 6,753 31 7,200 106.6% 7,885 116.8% ★ 103.6% 105.5% 29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 随時対応 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
法人会クリーン作戦参加
（2019年1月）

0～30

29-31 設備導入 照明設備
屋内水銀灯及び蛍光灯の
LED化

29-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 随時対応

三和電子サーキット株式会社　東海工場 30 28 3,734 31 3,650 97.8% 3,560 95.3% ★ 97.0% 96.9% 29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
ｲﾝﾊﾞｰﾀｰによる回転制御により、負荷軽減対策・インバータ制御機への
更新

0～30

29-31 運用対策 運転管理
エアーコンプレッサー台数制御を実施したが、エアー使用量の増加等に
より停止可能時間が少なかった。

29-31 運用対策 保守及び点検
継続して、定期的に実施
製品品質対策も含めスケール除去対策を実施中。

株式会社GSユアサエナジー 30 28 25,685 31 22,514 87.7% 28,461 110.8% ★ 97.0% 90.4% 29-31 設備導入 燃焼設備 乾燥機バーナーに燃費改善装置を設置 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

近隣小学校にて乾電池教室を開催しその中で環境保全の大切さを養育
する

61～80

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 集塵機の電動機を高効率電動機に更新した 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 梅田川、古見川の清掃活動に参加

29-31 設備導入 排熱回収設備 老朽化した廃熱回収バーナーを更新した 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄物の詳細分類により再生可能な資源の再利用を徹底する

29-31 設備導入 燃焼設備 老朽化した乾燥炉バーナーを更新、空気比の調整も行った 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

青少年の科学体験教室の開催により小学生の知見を醸成する

29 設備導入 熱利用設備 老朽化した乾燥機を熱効率の高い設備に更新した

30-31 設備導入 電気使用設備 老朽化したエアコンプレッサーを、高効率コンプ更新した

29-31 設備導入 照明設備 照明を蛍光灯からLEDに交換した(1,200灯)

29-31 設備導入 電気使用設備 -

JX金属プレシジョンテクノロジー株式会社
掛川工場

30 28 9,232 31 9,972 108.0% 8,911 96.5% ★ 79.7% 88.0% 29 運用対策 運転管理
冷却水の温度を季節ごとに変更たことにより、チラーの負荷を軽減し、
チラーの消費電力を削減できた。

31～60

29 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 放熱を抑制しヒーターの消費電力を削減する。

29 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房の設定温度

29 設備導入 照明設備 照明に対する省エネの検討

30 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等
必要量に対して過剰に排吸気していたため、排気及び吸気ファンの風
量を下げた。

株式会社Ｊ－オイルミルズ　静岡事業所 30 ★ 28 66,894 31 66,500 99.4% 62,697 93.7% 29-31 運用対策 運転管理
ISO14001活動を軸にした省エネ活動およびオンサイト発電所（コージェ
ネレーション）の安定稼働

31～60

ジェイカムアグリ株式会社　富士工場 30 28 15,923 31 15,445 97.0% 14,589 91.6% ★ 97.0% 89.1% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月のエネルギー使用状況を数値、グラフで明確化 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

６月の近隣区長による環境パトロールに参加 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ＩＳＯの目標及びレビューを従業員に周知した 61～80

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
設備の定期点検、状態管理を実施。トラブル停止の原因明確化と再発
防止対応実施

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域クリーン作戦及び港湾設備の清掃活動に参加

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

生産及び物流過程で発生するプラスチック材の廃棄物を有価化し廃棄
物の削減を実施

29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

環境マネジメントの目標に省エネの数値目標を掲げ、毎月省エネ推進
状況を報告

シェブロンジャパン株式会社　御前崎事業場 30 28 5,806 31 5,936 102.2% 6,042 104.1% ★ 93.3% 99.9% 30-31 運用対策 運転管理 月次会議を通じて、運用状況を把握し、問題点の早期 0～30

29-30 運用対策 エネルギーデータ管理
月次でエネルギー使用状況を把握し、問題点を把握。効果的な運用を
検討した。

29-30 設備導入 照明設備
事務所照明をLEDに変更した。
（エンジン棟・ブレンド棟）

30-31 設備導入 電気使用設備 研究棟のチラーを交換し、空調効率の向上を図った。

29-30 設備導入 排熱回収設備 -

四国化工機株式会社　御殿場食品工場 30 28 10,900 31 10,576 97.0% 10,694 98.1% ★ 97.0% 95.3% 29 設備導入 電気使用設備
排水曝気設備ブロワー及びモーターを更新。
外灯照明更新。

31～60

30-31 設備導入 電気使用設備
外灯照明ＬＥＤ更新
冷凍機設備更新

四国化工機株式会社　富士小山食品工場 30 28 4,060 31 4,000 98.5% 4,112 101.3% ★ 97.6% 109.7% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 機器のメンテナンス計画を立案しそれに基づいて保守点検を行う。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の活用を実施していく。 31～60

29-31 運用対策 運転管理 ボイラーの蒸気圧を下げる。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期自主検査およびほう法定検査を実施する。

29-31 運用対策 保守及び点検 定期的にメンテナンスを実施する。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照度測定を定期的に行い、必要な照度になるよう対応した。また人感セ
ンサーを導入し、節電を行った。

29 設備導入 電気使用設備 高効率モーターを採用する。

29 設備導入 電気使用設備 ブロワのインバーター化。

29 設備導入 電気使用設備 断熱材の交換や未設置場所への設置を行う。

29 設備導入 空気調和設備
コンプレッサーの台数制御装置で負荷状況に合わせた運転管理を行
う。

四国パック株式会社 30 28 2,930 31 2,900 99.0% 2,597 88.6% ★ 96.4% 90.1% 29-31 設備導入 照明設備 蛍光灯の一部をLED照明にした 31～60

株式会社静岡伊勢丹 30 ★ 28 3,571 31 3,463 97.0% 3,132 87.7% 29-31 運用対策 推進体制の整備 事務所やトイレに省エネへの協力を掲示した。 61～80

29-31 設備導入 照明設備 店内天井照明LED化を一部実施する。後方部門（ストック･階段など）

29-31 運用対策 運転管理
空調設備を中心に細かな運転管理、台数制御を行う。LED照明導入に
よる空調負荷の減少。

29-31 設備導入 電気使用設備 空調設備系統の更新

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
店内はスケジュールによる細かい照明管理、事務所は、不要な照明は
消灯を行う。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務所内での不在時の消灯、PCの省エネモード対応
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独立行政法人国立病院機構静岡医療センター 30 ★ 28 3,989 31 3,949 99.0% 3,746 93.9% 29-31 運用対策 運転管理 中央監視装置での手動での温度管理を実施した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 軽装の迎行 31～60

静岡液酸株式会社 30 ★ 28 8,139 31 7,980 98.0% 7,632 93.8% 29 運用対策 運転管理 ローリー車への充填時において放出によるロスを削減。 61～80

29 設備導入 照明設備 LED照明の導入

30 設備導入 排熱回収設備 排ガス熱回収装置の導入

30 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 排気ファン運転停止（冬季）による電力削減

29-31 設備導入 熱利用設備 冷却塔の更新を行い、その時に能力の高い物へ変更。

29-31 運用対策 保守及び点検 各熱交換設備における不純物の除去による効率の改善

29-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 吸着設備の再生用ヒーターの設定を見直しを行う。

30-31 設備導入 空気調和設備 インバーター式空調機の導入

株式会社静岡銀行　静銀草薙センター 30 ★ 28 6,455 31 6,261 97.0% 5,552 86.0% 29-31 運用対策 保守及び点検
ターボ冷凍機（TR-A03）のオーバーホールにて、薬品洗浄、フィルター
類交換を行った。

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

計画どおり実施。
2018年度は合計4,030本の植樹と森林整備活動を実施した。静岡県内
43会場で2,250名参加（うち静岡銀行グループの参加会員は633名）。

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

計画した内容を実施。 61～80

29 設備導入 空気調和設備
空冷ヒートポンプチラーの更新を行い、モジュールチラーを採用し負荷
変動に応じ効率の高い仕様の採用を行った。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

計画どおり実施。
応募総数830作品の中から、 優秀賞1名、優秀賞11名、学校賞5校の
選考を行い、2019年3月2日に静岡銀行の本部で表彰式を開催。

29-30
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

計画した内容を実施。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

計画どおり実施。
約6,000名が受講。

29-31 ふじのくに森の町内会 計画した内容を実施。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

計画どおり実施。
2018年度は、本部の文書発生量を2011年度比で▲48％削減。

29-31 森づくり県民大作戦 計画した内容を実施。

静岡県企業局
柿田川工業用水道堂庭取水ポンプ場

30 28 4,191 31 4,079 97.3% 3,930 93.8% ★ 97.1% 94.7% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

コピー機のトレイに裏紙をセットしたり、両面印刷を行った。 81～100

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調機の定期的な点検を実施し、冷媒の漏えいの恐れがないようにメン
テナンスを行った。

29-31 運用対策 運転管理 予備機がある場合は、運転管理を毎週行い負荷の適正配分を行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 基本的に政府の推奨する夏場28度、冬場20度に設定して対応した。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 -

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
外灯が切れてしまったため、300Wから100WのLED灯具に2灯変更でき
た。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
不要時に事務用機器の電源を切ると共に、低電力モードの設定を行っ
た。

静岡県企業局
駿豆水道五本松ポンプ場

30 28 1,722 31 1,593 92.5% 1,487 86.4% ★ 97.0% 95.4% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調機の定期的な点検を実施し、冷媒の漏えいの恐れがないようにメン
テナンスを行った。

61～80

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。

29-31 運用対策 運転管理 自動運転時のポンプ停止水位を下げ、運転効率を改善した。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止
運用において、２台運転しないように１台のみ自動にし調整運用し、負荷
の平準化を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 -

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 無人施設であるため、必要な時のみ点灯し、不必要時は消灯した。

静岡県企業局
寺谷取水場

30 28 3,689 31 3,543 96.0% 3,734 101.2% ★ 97.0% 106.8% 29-30 設備導入 電気使用設備 洗浄排水返送ポンプの更新に併せ、高効率モーターを採用した。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

県民の日等の施設見学の際に、施設の運転は省エネを常に意識してい
ること。汚泥のリサイクルに努めていることを伝えた。

31～60

29-30 設備導入 電気使用設備 受変電設備の更新に併せて変圧器の容量を減少させた。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

封筒、裏紙、チューブファイル等の再利用を積極的に行い、印刷物は両
面コピー、両面印刷を基本とした。

29-31 設備導入 照明設備 照明の更新に併せてLED照明を新規採用した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

設置している空調機の定期点検の実施。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休み事務所照明の消灯を実施した。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モード
の設定を実施した。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度は、政府の推奨する設定温度を勘案して設定した。

29-31 運用対策 運転管理
負荷の状態に応じ、稼働台数の調整、稼動機器の選択又は負荷の適
正配分を行ったが、一部出来なかった。

静岡県企業局
駿豆水道中島浄水場

30 28 2,581 31 2,388 92.5% 2,200 85.2% ★ 97.1% 95.2% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

施設見学を受け入れ節水意識の高揚を図った。 61～80

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

コピー機のトレイに裏紙をセットしたり、両面印刷を行った。

29-31 運用対策 運転管理
効率のよいポンプが故障していまい、性能の大きなポンプを代用し効率
を落として運転したため、高効率運転を維持することができなかった。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調機の定期的な点検を実施し、冷媒の漏えいの恐れがないようにメン
テナンスを行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 基本的に政府の推奨する夏場28度、冬場20度に設定して対応した。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止
運用において、２台運転しないように１台のみ自動にし調整運用し、負荷
の平準化を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 水需要の低推移に応じて、インペラーカットを実施し送水量を調整した。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休みに照明の消灯を行った。

31 設備導入 電気使用設備 -

静岡県企業局
東駿河湾工業用水道取水ポンプ場

30 28 3,084 31 2,965 96.1% 2,951 95.7% ★ 97.4% 97.7% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

県民の日等の施設見学の際に、施設の運転は省エネを常に意識してい
ること、汚泥のリサイクルに努めていることを伝えた。水を大切にするよ
うに意識啓発を図った。

31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

封筒、裏紙、チューブファイル等の再利用を積極的に行う。印刷物は両
面コピー、両面印刷を基本とした。

29-31 運用対策 運転管理 予備機がある場合は、運転管理を毎週行い負荷の適正配分を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

設置している空調機の定期点検を実施した。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調設備の稼動時間を減らした。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
回転数の変更、回転数制御等により送出力及び圧力を適正に調整し、
電動機の負荷を低減させた。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備は適宜消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくした。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モード
の設定を行った。

29-31 設備導入 電気使用設備 -
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静岡県企業局
東駿河湾工業用水道富士川浄水場

30 28 9,543 31 9,149 95.9% 9,147 95.9% ★ 97.1% 98.2% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

県民の日等の施設見学の際に、施設の運転は省エネを常に意識してい
ること、汚泥のリサイクルに努めていることを伝えた。水を大切にするよ
うに意識啓発を図った。

31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

封筒、裏紙、チューブファイル等の再利用を積極的に行う。印刷物は両
面コピー、両面印刷を基本とした。

29-31 運用対策 運転管理 予備機がある場合は、運転管理を毎週行い負荷の適正配分を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

設置している空調機の定期点検を実施した。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 古くなった一部の空調機の更新を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
回転数の変更、回転数制御等により送出力及び圧力を適正に調整し、
電動機の負荷を低減させた。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は消
灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくした。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モード
の設定を行った。

29-31 設備導入 電気使用設備 -

静岡県大井川広域水道企業団
右岸増圧ポンプ場

30 28 5,793 31 6,744 116.4% 5,898 101.8% ★ 108.5% 99.9% 29-31 運用対策 運転管理 送水量に応じた効率的なポンプ設備の運用を行った。 0～30

静岡県コンベンションアーツセンター 30 28 3,558 31 3,504 98.5% 4,486 126.1% ★ 98.5% 125.0% 29-31 運用対策 推進体制の整備
毎月、省エネ推進委員会を開催し、省エネに関する情報交換等を行って
いる。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒･裏紙の積極的な活用、プラスティックごみ、リサイクル紙
等の分別を徹底し、廃棄量の削減を図った。

31～60

29-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱媒体による熱量の過剰な供給をなくすよう、熱媒体の温度、圧力及び
量を 適に設定する様コントロールを行っている。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務室等では政府の推奨する設定温度を勘案し、設定している。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視にて、機器や設備の保守状況、運転時間、運転特性値等を比
較検討し、館内巡視等で、機器や設備の劣化状況、保守時期等を把握
している。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
前項と同じく、中央監視･館内巡視等を行い、系統的に年・季節・月・週・
日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、数値、グラフ等で過去の実
績と比較したエネルギーの消費動向等が把握している。

29-31 運用対策 保守及び点検

日常･週間･月間点検を行い、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及び
スケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のスケールの
除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分の補修、照明器具及び光源の清掃並びに
光源の交換等、設備の保守及び点検を行い、良好な状態を維持すべく努力してい
る

29-31 運用対策 運転管理

設備は、中央監視及び館内巡回等により、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持
できるよう運転管理を行っている。設備が複数の設備で構成されているため、総合的
なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応じ、稼働台数の調整、稼動機器
の選択又は負荷の適正配分を行っている。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備は、照度の適正化を図るとともに、不要箇所のランプ取外し(間
引き)、点灯時間の見直し等で減光又は消灯を行うことにより、過剰又は
不要な照明をなくしている。

静岡県庁 30 ★ 28 4,785 31 4,546 95.0% 6,169 128.9% 29-31 設備導入 照明設備 照明をLED機器に一部更新した。 0～30

29-31 設備導入 空気調和設備
パッケージ型空調機用熱源水ポンプにインバータを設置したことによる
回転数制御を実施した。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ボイラーの空気比を理論空気比に近づくように燃焼調整を実施した。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
ガスの消費量について、数値により過去の実績と比較したエネルギーの
消費動向の把握を実施した。

静岡県立こども病院 30 28 4,681 31 4,541 97.0% 4,342 92.8% ★ 97.0% 92.8% 29-31 設備導入 照明設備 長時間点灯系統を優先的にLED照明へ更新を行った 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類配布をメール化や両面印刷等を促す呼びかけを行った 29-31 緑の募金 職員に緑の募金があることを周知した。 31～60

29-31 運用対策 燃料の選択
ボイラーの燃料は、CO2排出係数の少ない都市ガスをなるべく使用し
た。

静岡県立静岡がんセンター 30 28 18,368 31 18,000 98.0% 17,664 96.2% ★ 98.0% 96.2% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギーの使用量をグラフ化(年度・月)した。 31～60

29-31 運用対策 運転管理 ポンプ(台数制御・インバーター制御）運転の効率化。

29-31 運用対策 保守及び点検 ボイラー水の管理（清缶剤の使用）

29-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
中央監視室のオペレーターによるボイラー及び怜温水発生装置の台数
制御

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度の適正化を図ると共に、点灯・消灯の管理を実施した。

29-31 設備導入 燃焼設備 設定圧力になると燃料の使用量を自動的に調整する機能を活用した。

29-31 設備導入 空気調和設備 冷水ポンプに変揚程制御を使用している。

29-31 設備導入 照明設備 照明器具の更新時にＬＥＤ照明に更新した。

静岡県立総合病院 30 28 7,378 31 11,268 148.4% 11,513 156.0% ★ 102.9% 108.0% 30-31 設備導入 照明設備
玄関エントランス水銀灯灯のLED灯化更新
250W 40灯, 100W 20灯

0～30

30-31 設備導入 空気調和設備 老朽化エアコンをCOPの高い物に更新

29-30 設備導入 空気調和設備 特別高圧変電所の停止方法の変更によりＡ重油の使用量を減少

静岡県立大学 30 ★ 28 4,780 31 4,589 96.0% 5,499 115.0% 29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
施設管理業務委託業者への指示を徹底するとともに利用者に対しても
周知を行った

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

３か月に１回目視による定期点検を行った 0～30

29-31 設備導入 照明設備 講義室４室及び一部玄関ホールの照明設備をＬＥＤ照明に更新した

29-31 設備導入 サービス提供事業者の活用
ＥＳＣＯ事業者より年４回設備運用状況の報告を受け、設定値の変更対
応を行った

静岡済生会総合病院 30 28 5,925 31 5,747 97.0% 5,996 101.2% ★ 90.7% 96.2% 29-31 運用対策 保守及び点検
日常点検及び日常作業にて設備の状態を把握し、及び保守点検を実施
した。

エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

４月に職員を対象とした勉強会の実施 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション２１更新審査 0～30

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 エコアクション２１活動を推進中

29-31 設備導入 熱利用設備 -

29-31 設備導入 空気調和設備 -

29-31 設備導入 照明設備 一部LED照明の採用

静岡ジェイエイフーズ株式会社　庵原工場 30 ★ 28 21,642 31 20,000 92.4% 18,395 85.0% 30-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
ボイラーで発生する蒸気の設定圧力を下げることによりボイラー効率を
向上させる。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
環境保全推進協力会の活動として三保海岸での清掃を職員１3名で６月
に行う。

61～80

30-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 対象設備の選定と測定を行う。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他
製品原料より発生する、茶粕・コーヒー粕等の廃棄物を肥料・飼料等に
する事により、資源の有効利用を図る。

29-31 設備導入 熱利用設備 高い効果が見込める2箇所に断熱ジャケットを施工する。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

専門業者の定期点検を行い、冷媒の漏洩の無い事を確認できた。

29-31 設備導入 照明設備 HIDランプをLED照明に更新

静岡ジェイエイフーズ株式会社　興津工場 30 ★ 28 11,851 31 11,500 97.0% 7,382 62.3% 29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備のLED化 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施 61～80

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 インバータ導入し出力調整 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄物の分類　表示、指導の実施

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 日常点検を実施 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 清掃活動に参加

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度の確認

静岡市西ケ谷清掃工場 30 ★ 28 9,620 31 9,240 96.0% 10,937 113.7% 29-31 設備導入 排熱回収設備
夏季は外気温上昇でタービン発電機の排気蒸気の冷却が十分にでき
ず、発電効率が悪くなるため、冷却できるようミストクーラーを設置した

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

清掃工場の施設見学者（主に小学生）に対し、４Ｒ（リフューズ、リデュー
ス、リユース、リサイクル）の推進の説明を実施

0～30
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静岡市役所静岡庁舎 30 28 2,548 31 2,472 97.0% 2,750 107.9% ★ 97.0% 107.9% 29-31 設備導入 照明設備
新館2階照明更新
従来型蛍光灯→LED灯
約1100台

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒、厚紙、雑紙のリサイクル　及び　不要文書溶解処理後の
リサイクル

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

クールウォームビズの実施
6/29一斉ライトダウンの実施
環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ研修参加

0～30

29-31 設備導入 空気調和設備 新館　冷温水発生機1台（400USRT）を更新

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
新館　空調機給還気ファンのインバータ更新工事を実施した（30kW×12
台、37kW×1台）

静岡市立静岡病院 30 28 8,239 31 7,929 96.2% 8,347 101.3% ★ 96.2% 101.3% 29-31 設備導入 照明設備 院内一部施設、24時間照明を利用する施設をＬＥＤ照明に変更する。 0～30

29-31 設備導入 空気調和設備
自動制御機器のﾊﾟﾗﾒｰﾀを見直し。
省エネチューニング

29-31 運用対策 保守及び点検
ボイラーの法定点検整備を行った。
フィルターの清掃を行った。
照明不点器具交換を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
人が常時いない場所について自動点灯・自動消灯のものへ照明を変更
する。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 -

静岡市立清水病院 30 ★ 28 5,599 31 5,544 99.0% 5,759 102.9% 29-31 設備導入 照明設備 ５階病棟の照明器具をＬＥＤ照明へと取替えた。 0～30

株式会社静岡新聞社 30 ★ 28 7,638 31 7,408 97.0% 7,329 96.0% 29-31 設備導入 空気調和設備 空調機更新に際し、能力を見直して現状に即した空調機を導入した。 29-30 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

静岡県との共催事業として実施。静岡新聞社も審査委員を出しており、
優秀作品は静岡新聞に掲載している。

61～80

29-31 設備導入 電気使用設備
エアーコンプレッサー更新に際し、現状の負荷に併せて（小型化）導入し
た。

29-30 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

静岡県との共催事業として実施。こども環境作文コンクール優秀賞受賞
者から環境大使を選抜し、ハワイ環境研修を実施。その模様を静岡新
聞、SBSテレビで紹介している。

29-31 設備導入 照明設備 HIDランプおよび蛍光灯をLED照明器具に更新した。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

トヨタ協賛で海岸清掃など環境活動を実施。その模様を静岡新聞で紹
介する。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定どおりの室温管理を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 設備を更新することで今まで排出していた製版による廃液を削減した。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 必要箇所以外の消灯またはランプの間引きを行った。

静岡赤十字病院 30 ★ 28 4,312 31 4,290 99.5% 4,602 106.7% 29 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明スケジュール一部短縮 0～30

30 運用対策 エネルギーデータ管理 平均気温からガスの消費、電気の消費の傾向がみれた。

31 運用対策 運転管理 -

静岡ターミナル開発株式会社
静岡ターミナルビル

30 ★ 28 3,141 31 3,000 95.5% 3,293 104.8% 29-31 運用対策 推進体制の整備
設備運転に係る業務の管理会社を新たに選定し、省エネ指導を進め
た。

0～30

29-31 運用対策 運転管理
設備運転時間を負荷状況も勘案して必要 小限にとどめるよう機器類
毎に運転時間を細かく設定した。

静岡大学　静岡キャンパス 30 28 4,635 31 4,498 97.0% 4,238 91.4% ★ 97.0% 91.4% 29-31 運用対策 推進体制の整備
「エネルギーの使用の合理化の基準」を策定するため「グリーンキャンパ
ス構築指針・行動計画」にて定めたエネルギー削減目標を達成するため
に「エネルギー管理マニュアル」を作成した。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

静岡市主催の「環境大学」に協力し、カリキュラムの作成や講師の派遣
を行った。

81～100

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月学部単位での電力量を把握し、前年同月と比較し、消費動向を把
握している。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

古紙回収パンフレットの配布やポスターの掲示を行い、教職員・学生に
広く古紙分別回収を呼びかけた。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
建物設備の点検修理は、一担当部署が行うこととし、劣化状況や保守
時期を一元管理した。

29-31 運用対策 運転管理
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、冷温水機や暖房ボイラーの運
転管理を行った。

29-31 運用対策 保守及び点検
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、空気調和設備の運転管理を
行った。

29-31 運用対策 燃焼合理化
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、暖房ボイラーの運転管理を行っ
た。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、空気調和設備の運転管理を
行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、空気調和設備の運転管理を
行った。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 エネルギー管理マニュアルの作成

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 エネルギー管理マニュアルの作成

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 エネルギー管理マニュアルの作成

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 「エネルギー管理マニュアル」に沿って、照明設備の運転管理を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、事務用機器の運転管理を行っ
た。

29-31 設備導入 熱利用設備 -

30 設備導入 電気使用設備 -

30 設備導入 電気使用設備 -

29-31 設備導入 空気調和設備
教育学部G棟の空調調和設備にて、ビルマルチを導入し、区画ごとの分
割制御できるものとした。

29-30 設備導入 空気調和設備 -

29-31 設備導入 空気調和設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-30 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 -

静岡大学　浜松キャンパス 30 28 5,454 31 5,293 97.0% 5,197 95.3% ★ 97.0% 94.2% 29-31 運用対策 推進体制の整備
「エネルギーの使用の合理化の基準」を策定するため「グリーンキャンパ
ス構築指針・行動計画」にて定めたエネルギー削減目標を達成するため
に「エネルギー管理マニュアル」を作成した。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

静岡市主催の「環境大学」に協力し、カリキュラムの作成や講師の派遣
を行った。

31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月学部単位での電力量を把握し、前年同月と比較し、消費動向を把
握している。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

古紙回収パンフレットの配布やポスターの掲示を行い、教職員・学生に
広く古紙分別回収を呼びかけた。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
建物設備の点検修理は、一担当部署が行うこととし、劣化状況や保守
時期を一元管理した。

29-31 運用対策 運転管理
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、冷温水機や暖房ボイラーの運
転管理を行った。

29-31 運用対策 保守及び点検
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、冷温水機や暖房ボイラーの保
守点検を行った。

29-31 運用対策 燃焼合理化
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、暖房ボイラーの運転管理を行っ
た。
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29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、空気調和設備の運転管理を
行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、空気調和設備の運転管理を
行った。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 「エネルギー管理マニュアル」に沿って、配電電圧の管理を行った。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 「エネルギー管理マニュアル」に沿って、電圧の不平衡管理を行った。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 「エネルギー管理マニュアル」に沿って、 大電流低減の管理を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 「エネルギー管理マニュアル」に沿って、照明設備の運転管理を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
「エネルギー管理マニュアル」に沿って、事務用機器の運転管理を行っ
た。

29-31 設備導入 熱利用設備 -

30 設備導入 電気使用設備 -

30 設備導入 電気使用設備
講義棟にて電力の需要実績と将来の動向を動向を検討し、設備容量を
決定した。

29-31 設備導入 空気調和設備
講義棟及び図書館の空調調和設備にて、ビルマルチを導入し、区画ご
との分割制御できるものとした。

29-30 設備導入 空気調和設備
講義棟及び図書館にて、ブラインド、庇、ルーバー等を導入し、日射遮
蔽対策を講じた。

29-31 設備導入 空気調和設備
講義棟及び図書館にて、全熱交換器を導入し、外気処理に伴う負荷を
削減した。

29-31 設備導入 照明設備 工学部＆号館にてLED照明を採用した。

29-31 設備導入 照明設備 工学部６号館にて、総合的な照明効率を考慮した照明器具を採用した。

29-31 設備導入 照明設備
工学部６号館にて、光源の交換等の保守性を考慮した照明器具を採用
した。

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 工学部６号館にて、便所照明等に人感戦センサーを採用した。

29-30 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 -

静岡てんかん・神経医療センター 30 ★ 28 4,003 31 3,883 97.0% 420 10.5% 29-31 運用対策 運転管理
・中央監視室で冷暖房の温度管理の徹底
・デマンド計設置によるピーク電力時での対応

31～60

29-31 運用対策 保守及び点検 ・年１回冷房稼働前に専門業者によるフィルター清掃の実施

30-31 設備導入 空気調和設備
・氷蓄熱システムにより夜間電力で氷を作り、冷温水発生機と併用で冷
房に使用している。

29-31 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等
・４基のエレベータの内３基について、１基17:15～6:30、もう２基21:00～
6:30の時間帯は使用停止となっている。

30-31 設備導入 照明設備 電気等エネルギーの使用機器は省エネ対策品を購入

29-31 設備導入 照明設備 ・点灯、消灯時の人感センサーの導入（トイレ等）

静岡森紙業株式会社　浜松事業所 30 28 4,698 31 4,429 94.3% 4,928 104.9% ★ 92.4% 105.1% 29 設備導入 空気調和設備
イ　適切な台数分割及び台数制御、部分負荷運転時に効率の高い機器
又は蓄熱システム等、負荷変動に応じ効率の高い運転が可能となるシ
ステムを採用すること。

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

「エコアクション21」の認証・登録事業所として継続的に省エネを図る。 0～30

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は
消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくすこと。

31 設備導入 熱利用設備
ニ　ボイラー、工業炉、蒸気・温水等の熱媒体を用いる加熱設備及び乾
燥設備等の設置に際しては、熱効率の高い設備を採用するとともに、所
要能力に見合った容量のものとすること。

株式会社資生堂　掛川工場 30 28 10,135 31 12,060 119.0% 16,327 161.1% ★ 99.2% 181.5% 29 設備導入
２台新規更新
台数制御装置更新

1508 14819 1.462 0～30

30-31 設備導入 ブライン冷凍機モジュールチラーへ更新

29-31 設備導入 ３台更新

29-30 設備導入 LED照明への変更

志田紙工株式会社 30 ★ 28 4,850 31 4,996 103.0% 4,786 98.7% 29-31 運用対策 推進体制の整備 7月の全体朝礼にて全従業員へ教育 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

環境委員会で各部門毎に実績報告をする 31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 月次で集計している。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

毎週フィルター清掃を実施

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務所　冷房設定25℃

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ISO14001活動にて実施

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 パソコンモニターを省電力モードに設定

29-31 設備導入 照明設備 故障した器具はLED照明へ交換

29-31 設備導入 照明設備 通路、更衣室、トイレは人感センサーを設置

シノムラ化学工業株式会社　静岡工場 30 28 4,611 31 5,170 112.1% 4,528 98.2% ★ 97.7% 100.5% 29 運用対策 推進体制の整備 ISO14001 研修に参加した。 29 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

業務の見直しによるｺﾋﾟｰ枚数の削減を行った。 0～30

29 運用対策 運転管理
・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｵｰﾊﾞｰの管理を行った。
・負荷の状態に応じ、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰおよびﾁﾗｰ設備の台数制御及びｲﾝﾊﾞｰ
ﾀｰ運転を行った。

29 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙の積極的な使用による廃棄量の削減を行った。

29 設備導入 照明設備 ・来年度予算計上のための見積もり収集を行った。 29 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

ﾌﾛﾝ法に則り、点検を行った。

30 設備導入 照明設備 ・省ｴﾈ照明器具を購入した。

31 設備導入 照明設備 -

30 設備導入 燃料の選択 ・脱臭炉の蓄熱体の数量を見直した。

31 設備導入 電気使用設備 -

島田市田代環境プラザ 30 28 4,781 31 4,497 94.1% 4,945 103.4% ★ 97.0% 102.0% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
週、月、年単位で、エネルギー管理を実施し、数値で過去の実績と比較
したエネルギー消費動向を把握した。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

施設見学を通して、環境保全意識向上の啓発を行った。 29-31 緑の募金 緑の募金への寄付。 0～30

29-31 運用対策 運転管理 施設運転委託会社との会議を週１回開催し、適切な運転に心がけた。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺の、清掃活動を行った。 29-31 ふじのくにしずおか次世代エネルギーパーク -

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙の積極的な活用を行った。

島田市立島田市民病院 30 28 5,566 31 5,400 97.0% 5,408 97.2% ★ 97.0% 97.2% 29-31 運用対策 運転管理
給湯負荷に応じてボイラーの給湯温度を調整することで効率を向上させ
た。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 救急センターの南側窓にスイートピーを栽培した。 0～30
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清水エル・エヌ・ジー株式会社 30 28 19,572 31 19,800 101.2% 15,430 78.8% ★ 95.3% 72.3% 29-31 設備導入 照明設備 構内の照明を水銀灯からＬＥＤ照明に変更した。 31～60

30 設備導入 照明設備
道路灯、管理棟照明の蛍光灯からLED照明へ変更。
大型スクリーンの省エネタイプへの変更。

31 設備導入 電気使用設備 -

静岡市清水谷津浄水場 30 ★ 28 3,618 31 3,607 99.7% 3,731 103.1% 29-31 設備導入 照明設備
清水谷津浄水場自家発電気棟建築工事において、LED照明器具を導入
した。

0～30

29-31 設備導入 電気使用設備 高効率電動機（3.7kW）を搭載するブースタポンプを導入した。

シミックＣＭＯ株式会社　静岡工場 30 28 8,699 31 10,439 120.0% 12,040 138.4% ★ 91.6% 114.4% 29-31 設備導入 照明設備 設備更新工事に合わせて、照明器具のLED化を推進した。 29
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境推進委員会を定期的に開催し、ISO14kに準拠した環境マネジメントシステムの運
用を図る。
6/5の環境の日に合わせて、6月の工場朝礼時に全従業員対象の啓蒙活動を実施し
た。

0～30

29-31 運用対策 運転管理

工場内でエネルギー消費の多い、用役設備（空調設備とボイラー）につ
いて負荷の状況に応じた稼動制御を実施した。原薬合成施設の廃止に
伴い冗長施設と成っていた廃水処理設備の能力適応化を実施し、電力
削減を達成

30-31 設備導入 燃料の選択
メイン燃料として併用しているＡ重油とＬＮＧについては、できる限りCO2
低負荷のＬＮＧを優先利用する。
休日、夜間のガスボイラー運用を開始。

ジヤトコ株式会社 掛川地区 30 ★ 28 2,787 31 2,704 97.0% 3,367 120.8% 29-31 設備導入 電気使用設備 洗浄機のｴｱｰﾌﾞﾛｰ量削減 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

省ｴﾈﾊﾟﾄﾛｰﾙを強化して即効性の高いｱｲﾃﾑの実行、刈取りを行う。 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

削減量目標を各部署の割り当て、削減ｱｲﾃﾑの積上げを行っている。 0～30

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設備の稼動率向上活動 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

1回/月、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社との定例会を開催し、活動事例を紹介し合って共有
している。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ 社会貢献活動、蒲原の小池川の土手清掃&鉢植えの贈呈に参加。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
社外の社会貢献活動へ積極的に参加している。又、社内でも社会貢献
活動を企画、実行している。

ジヤトコ株式会社 蒲原地区 30 ★ 28 11,657 31 11,311 97.0% 4,743 40.7% 29-31 設備導入 電気使用設備 洗浄機の圧縮空気使用量削減を実施した。 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

省ｴﾈﾊﾟﾄﾛｰﾙを強化して即効性の高いｱｲﾃﾑの実行、刈取りを行った。 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

削減量目標を各部署の割り当て、削減ｱｲﾃﾑの積上げを行っている。 61～80

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 運用にて非稼働時間帯に設備を停止する活動を行った。 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

工場照明のLED化を順次進めている。 29-31 ふじのくにエコチャレンジ 社会貢献活動、小池川の土手清掃&鉢植えの贈呈を実施。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 全社方針「良き企業市民であれ」に基づき地域住民との交流を深めた。

ジヤトコ株式会社 富士第1地区 30 ★ 28 49,485 31 48,015 97.0% 51,193 103.5% 29-31 設備導入 電気使用設備 洗浄機のエアーブロー量削減 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

主に運用改善ｱｲﾃﾑを提案している。 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

削減量目標を各部署の割り当て、削減ｱｲﾃﾑの積上げを行っている。 0～30

30 設備導入 電気使用設備 - 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

1回/月、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社との定例会を開催し、活動事例を紹介し合って共有
している。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ 社会貢献活動、田宿川の清掃&稚魚放流の実施

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
社外の社会貢献活動へ積極的に参加している。又、社内でも社会貢献
活動を企画、実行している。

ジヤトコ株式会社 富士宮地区 30 ★ 28 28,439 31 27,594 97.0% 27,758 97.6% 29-31 設備導入 電気使用設備 洗浄機のエアーブロー量削減 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

主に運用改善ｱｲﾃﾑを提案している。 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

削減量目標を各部署の割り当て、削減ｱｲﾃﾑの積上げを行っている。 0～30

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 空気圧縮機の送気圧力見直し 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

1回/月、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社との定例会を開催し、活動事例を紹介し合って共有
している。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ 社会貢献活動、富士山ｸﾘｰﾝ作戦への参加

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
社外の社会貢献活動へ積極的に参加している。又、社内でも社会貢献
活動を企画、実行している。

ジヤトコ株式会社 本社･富士地区 30 ★ 28 123,977 31 120,295 97.0% 115,618 93.3% 29-31 設備導入 電気使用設備 洗浄機のエアーブロー量削減 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

主に運用改善ｱｲﾃﾑを提案している。 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

削減量目標を各部署の割り当て、削減ｱｲﾃﾑの積上げを行っている。 61～80

29 運用対策 燃焼合理化 溶解炉の空気比調整 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

1回/月、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社との定例会を開催し、活動事例を紹介し合って共有
している。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ 社会貢献活動、滝川の土手清掃&植樹の実施

29-31 設備導入 燃料の選択 溶解炉の燃料転換（灯油⇒都市ｶﾞｽ） 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
社外の社会貢献活動へ積極的に参加している。又、社内でも社会貢献
活動を企画、実行している。

30 設備導入 電気使用設備 -

30 設備導入 電気使用設備 -

ジャパンコンポジット株式会社　清水工場 30 28 5,055 31 4,800 95.0% 4,841 95.8% ★ 95.0% 95.2% 29 運用対策 推進体制の整備 ISO 14001:2015への更新移行審査にて適合の判定となった。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他
廃材の中で固形燃料の原料として使用できるものは、業者に引き取って
もらっている。

31～60

29 設備導入 燃料の選択
熱媒ボイラーの燃料を灯油からガスにすることで、排出量を削減した。
平成30年1月から実施したので、今回提出分には1年分の効果が出てい
る。

29-31 設備導入 照明設備
蛍光灯の修理の際にLED化を行っており、各部署にて順次、切替を進め
ている。

順天堂大学医学部附属静岡病院 30 28 7,056 31 6,837 96.9% 7,561 107.2% ★ 96.9% 107.2% 29 設備導入 排熱回収設備 - 0～30

30 設備導入 照明設備
外来１階共用部（廊下、待合）の照明器具をLEDに更新した。２階の照明
については次年度更新を計画。

30 運用対策 推進体制の整備
トイレ個室ブース内に節電の掲示物を貼り、温水洗浄便座の座面温度、
湯温度を下げた。

30 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 -

昭和パックス株式会社　掛川工場 30 28 2,273 31 2,250 99.0% 2,391 105.2% ★ 99.0% 89.0% 29-30 設備導入 電気使用設備
旧式のエアコン（冷房能力45kW）を更新
旧式のモーター（200V55kW）をインバーターモーター（200V55kW）へ更
新

31～60

29 設備導入 照明設備 -

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
新規の取り組みはなし
従来どおりの方法で管理を行った。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
新規の取り組みはなし
従来どおりの方法で管理を行った。

株式会社ショーワ　浅羽工場 30 28 12,962 31 15,166 117.0% 10,607 81.8% ★ 97.9% 66.6% 29 運用対策 運転管理
休日の必要箇所のみ
エアー供給
大型連休完全停止

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

浜名湖クリーン作戦　29年6月4日3名参加
30年6月3日6名参加
袋井グリーンウェーブ作戦
29年6月4日13名参加

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

各環境委員によりEMSコーナーに掲示し啓発
(全9部門実施)

61～80

29-31 設備導入 照明設備
29年　高所照明LED化178灯　局所照明LED化348灯
キャノピースイッチ設置による部分消灯220灯
30年　高所照明LED化19灯　局所照明LED化853灯

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

・廃棄物置場の監視
・分別推進
・有価物処理の推進　29年99.9%　30年100%

29-30 設備導入 電気使用設備
29年　高圧トランス統合化　500kVA2台、400kVA1台
→1,000kVA1台
30年　500kVA更新1台　200kVA更新1台　75kVA更新1台

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

有価物処理化の推進(紙の廃棄物の70%)
・シュレッターの紙を
　再利用できるよう分

別を徹底し廃棄物業

29 設備導入 空気調和設備 空調機更新23台

30 設備導入 電気使用設備
高効率モーター設備
1台導入

株式会社ショーワ　御殿場工場（第一工場） 30 ★ 28 3,515 31 3,411 97.0% 3,305 94.0% 29-31 運用対策 運転管理
生産設備の生産効率向上（ダウンタイム削減・サイクルタイム短縮・直行
率のアップ・不良率削減）省エネ施策の推進（ＬＥＤ照明への推進）

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ISO14001 2015年度版の継続認証登録 31～60

30 設備導入 照明設備
生産設備の生産効率向上（ダウンタイム削減・サイクルタイム短縮・直行
率のアップ・不良率削減）省エネ施策の推進（ＬＥＤ照明への推進）

30 設備導入 電気使用設備 ・電動機の省エネベルトの推進　・油圧ポンプの省エネ製品の更新

31 設備導入 照明設備 -

31 設備導入 電気使用設備 -

株式会社ショーワ　御殿場工場（第二工場） 30 ★ 28 10,299 31 9,995 97.0% 10,269 99.7% 29-31 運用対策 運転管理
生産設備の生産効率向上（ダウンタイム削減・サイクルタイム短縮・直行
率のアップ・不良率削減）省エネ施策の推進（ＬＥＤ照明への推進）

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ISO14001 2015年度版の継続認証登録 0～30

29 設備導入 照明設備 工場内照明器具のＬＥＤ化の推進

29 設備導入 電気使用設備 エアーコンプレッサーの省エネタイプに更新

30-31 設備導入 照明設備 -

30 設備導入 照明設備 工場内照明器具のＬＥＤ化の推進
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白石工業株式会社　不二工場 30 28 10,794 31 10,243 94.9% 11,698 108.4% ★ 90.2% 100.9% 30-31 設備導入 燃焼設備
空気比の適正化
燃料量の削減

29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 昨年度より継続して、副産物の販売実施（実績：360トン／年） 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

品質・環境目標の進捗確認 0～30

30-31 設備導入 電気使用設備 - 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒・裏紙を再利用した

30-31 設備導入 燃料の選択 -

30-31 設備導入 燃料の選択 -

静岡鉄道株式会社
新静岡セノバ

30 ★ 28 3,417 31 3,246 95.0% 3,261 95.4% 29-31 運用対策 運転管理
熱源機器（冷温水ポンプ、水冷チラー）の効率的な組み合わせでの運転
を実施。

29-30 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙利用が徹底出来た。 61～80

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 室内温度を細かく確認し、冷暖房温度を調整した。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 -

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 中長期計画を立案した。

29-31 運用対策 保守及び点検 エアコン室内機・室外機のフィン洗浄を実施。

30 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 熱源用冷温温水搬送ポンプの手動での台数制御の実施。

31 設備導入 照明設備 省エネルギー型の設備を導入出来ず。

新東海製紙株式会社　島田工場 30 28 73,759 31 130,000 176.2% 81,835 110.9% ★ 88.1% 53.5% 29 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 発電設備の稼働実施 31～60

新橋製紙株式会社　本社工場 30 28 6,520 31 6,450 98.9% 6,211 95.3% ★ 96.3% 95.9% 29-31 運用対策 運転管理 稼働させなくても良い装置の停止と、紙乾燥温度の低減 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

会議にて、家庭の省エネについてのリーフレット配布 31～60

29-31 設備導入 電気使用設備 エアーコンプレッサーの更新（2台）

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 LED化の推進（順次取替中）

株式会社スギヤマ　富士工場 30 28 4,710 31 4,570 97.0% 4,482 95.2% ★ 97.0% 94.6% 29 設備導入 電気使用設備 計画どおり運転制御が出きる設備の導入を行った 31～60

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 集塵設備の運用改善を行った。

株式会社杉山製作所　静岡事業所 30 ★ 28 4,563 31 4,470 98.0% 4,666 102.3% 29-31 設備導入 照明設備
①中型棟全蛍光灯のLED化更新
②精密測定室空調更新

0～30

30 設備導入 空気調和設備 小型棟電気空調をガス空調に更新　2018年9月

30 設備導入 電気使用設備 油圧式射出成型機の電気式への変更　2018年10～11月3台導入

スズキ株式会社　磐田工場 30 28 47,201 31 37,566 79.6% 39,733 84.2% ★ 97.0% 94.0% 29 設備導入 空気調和設備 計画通り空調設備を更新した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類の社内承認システム(決済箱システム)によりペーパーレス化を推進
した

61～80

29-31 設備導入 照明設備 計画通り蛍光灯のLED化ができた。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

封筒再利用等、裏紙の活用等行動基準を社内ホームページへ掲載し、
廃棄量を削減した

29-31 設備導入 電気使用設備 一部の送風機のインバータ化を図った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法に基づき機器の定期点検を実施した

- 29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

12月と3月に磐田市内の所有地の間伐と植樹に参加した

スズキ株式会社  大須賀工場 30 28 54,247 31 57,817 106.6% 49,902 92.0% ★ 97.0% 96.4% 29-31 設備導入 空気調和設備
空調機7台更新。2台新設
60馬力の空調機を廃止し、工程別に分割した。(増設10馬力2台）　45馬
力の空調機を5馬力に変更　　水冷式ﾁﾗｰを1台廃止し、空冷式に変更

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内承認は決済箱を利用しペーパーレス化を推進しました。 61～80

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
外灯99灯をLED化した。また事務所他休憩所の蛍光灯147灯をLED化し
た。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

印刷物は裏紙を使用し資源の有効活用をし、廃棄物を削減しました。

29 設備導入 電気使用設備 RO装置給水ﾎﾟﾝﾌﾟのﾓｰﾀｰを適正容量に変更 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロンの漏洩点検を計画通りに実施しました。

29 設備導入 電気使用設備 -

29-31 設備導入 燃焼設備 ｱﾙﾐ溶解炉を更新（空気比制御を導入）

29-30 設備導入 電気使用設備 低鋳ｻﾌﾞｽﾄｰｸﾊﾞｰﾅｰのﾋｰﾀｰ化が進展しませんでした。

29-30 設備導入 電気使用設備 低圧鋳造金型加熱ﾊﾞｰﾅｰのﾋｰﾀｰ化を実施した。

スズキ株式会社　湖西工場 30 28 86,960 31 128,197 147.4% 99,461 114.4% ★ 88.4% 89.3% 29-31 運用対策 運転管理
蒸気負荷が下がる中間期において、小型貫流ボイラーの計画停止を実
施し、待機ボイラーの燃料を削減しました。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

白須賀自治体を招いて生産工程及び環境施設（焼却場）の湖西工場見
学会を実施しました。

61～80

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 コンプレッサーの冷却塔２基を１基に統合し、補機電力を削減しました。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
管理職、衛生部会員、構内協力企業にて工場周辺道路等の清掃活動
を３回/年実施しました。

29-31 設備導入 照明設備 工場照明のLED化を計画的に実施しました。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

浜名湖クリーン作戦（清掃活動）に従業員とその家族が参加をしました。

スズキ株式会社  相良工場 30 28 95,523 31 124,871 130.7% 103,176 108.0% ★ 97.0% 75.2% 29-30 設備導入 照明設備 蛍光灯からLED照明への取替を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内承認システムの活用により、紙の廃棄物削減を行った 61～80

29-31 運用対策 推進体制の整備
省エネ推進のため、省エネ部会を設置し、毎月の報告、改善事例、省エ
ネパトロール等の体勢整備を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄される封筒や紙を再利用し、必要な情報は紙ではなくホームページ
への掲載することで、紙の廃棄物削減を行った

29 設備導入 電気使用設備
高圧エアーが要求される設備へ専用の高圧コンプレッサーを導入し、ロ
スの大きい増圧弁を停止させた。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

設備の一覧を作成し、定期点検を実施した

スズキ株式会社　スズキ塾引佐研修センター 30 28 3,374 31 3,350 99.3% 2,920 86.5% ★ 95.8% 95.8% 29 運用対策 エネルギーデータ管理
月単位で日々のエネルギー使用量の計測結果を確認し、季節的な傾向
を分析したり過去との比較を実施。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

電子帳票化は着実に伸びている。BIツールの採用によりさらに紙使用量
は削減できている。

61～80

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
入室時に点灯し、退室時には消灯することを徹底している。また通路な
どは人感センサーを設置し、通過時だけ点灯するようにしている。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の利用、使用済み封筒の利用は、確実に浸透している。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
印刷データをスプールに格納・蓄積し一括印刷することで、プリンターの
稼働時間を極小化している。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期的な点検をしている。

29 設備導入 空気調和設備 遮熱塗装を検討した。

30-31 設備導入 照明設備
全館の照明を全てLED化した。調光機能も導入し、随時照度を調整して
いる。

29-31 設備導入 照明設備
通路等には人感センサーを設置済み。
執務区画は自動消灯が作業の妨げになるので、人感センサーは設置せ
ず。

スズキ株式会社　二輪技術センター 30 ★ 28 5,519 31 2,539 46.0% 3,304 59.9% 29-31 運用対策 運転管理
長期連休時、各変電所の一次電源を停止させ待機電力の削減を行っ
た。

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

支障を来す自然災害も
なく栽培を行った。

29-31 ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会
市場性の確認を目的に公道
走行を継続して行った。

61～80

29-31 設備導入 照明設備
二輪技術センター敷地内の外灯更新工事の際、水銀灯からＬＥＤ照明
へ変更を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

上長と他部門への承認
が必要な書類は決裁箱
（電子承認）を活用し
ペーパーレス化を行っ

29-31 運用対策 運転管理
社内でルール化されたエアコン運転基準（温度、湿度、エアコンの設定
温度）が遵守されているか定期パトロール（１回/月）を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の活用を
行った。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月末、電気使用量を集計し月別電気使用量を折れ線グラフにまとめ
省エネ取組み効果の確認を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検表の点検項目
に基づいて点検を実施
し不具合箇所の早期改
善を行った

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
各変電所の日常点検を点検記録表に基づき１回/月実施し不具合箇所
を早期発見と早期改善を行った。
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スズキ株式会社　本社 30 28 26,719 31 28,384 106.2% 22,452 84.0% ★ 97.0% 80.4% 29-30 運用対策 運転管理 工場排水処理場　加圧浮上槽レーキ停止による電力削減を図った。 29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

2018年6月2日、社内ボランティア57名が参加しスズキの森植樹活動（苗
木100本）を実施。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ ふじのくにCOOLチャレンジの協賛企業として賞品の提供を行った。 81～100

29-30 設備導入 照明設備 保全作業場の水銀灯をＬＥＤ化し消費電力削減を図った。(前期継続） 29-31 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

2019年1月20日・3月10日、社内ボランティア21名が参加し、浜松沿岸域
防潮堤植林活動を実施。

29-31 ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会 市場性の確認を目的に公道走行を継続して行った。

29 設備導入 燃料の選択 蒸気東幹線の蒸気供給停止によるＡ重油削減を図った。（前期継続） 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

静岡県産業大学、常葉大学で「スズキの環境への取り組み」の出張講
座を10月17日､23日に実施した。

29 運用対策 運転管理
生活排水凝集槽、反応槽攪拌機制御変更を行い消費電力削減を図っ
た。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
定期的に「スズキマナーアップ活動」を実施。2018.4～2019.3
参加人数のべ909名

29-31 設備導入 照明設備 平成30年5月にLED照明を一部採用した。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

2018年度に開催された「浜名湖エコキッズ体験塾2018in弁天島」、およ
び「浜名湖アマモ活用プロジェクト」における畑づくりと野菜の種まき、大
根の収穫に、社員とその家族が参加した。

29 運用対策 エネルギーデータ管理 本社の電力監視の見える化は完了した。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

「夏の省エネルギー総点検の日」に合わせ、環境省の「環境家計簿（え
こ帳）」を社員に案内した。

29 設備導入 電気使用設備 インバータ設備や、高効率モータを導入した。(継続実施） 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

紙削減活動およびペーパーレス決裁のシステムを継続。

29-31 運用対策 推進体制の整備
2018年度新入社員842名、各工場従業員1,723名に対しエコドライブ講習
会を実施した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内ホームページ行動基準にて封筒再利用、裏紙活用促進を継続掲
載。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
社内のホームページにて、事務所電力使用量の実績を継続して公開し
た。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施して冷媒漏えいの予防を行った。

29-31 運用対策 保守及び点検
空調設備の定期点検にて、フィルターの目詰まり除去他の保守作業を
実施した。

29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

燃費の改善や軽量化の技術を盛り込んだ四輪車を製品化し、5月に新
型商用車、7月に新型SUV車を発売した。また、12月にはマイルドハイブ
リッドを搭載した新ワゴンを追加した。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 行動基準にてブラインド活用について記載した。 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

販売店における試乗や無料点検等のキャンペーンを通じて四輪車の販
売促進を図った。人とくるまのテクノロジー展2018に出展し、低燃費技術
の紹介や製品の普及に努めた。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 行動基準にて空調温度管理の徹底を周知した。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 給湯室へのポスター貼り出しによる啓発実施。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 増築部分の事務所では照度による調光式照明を採用した。

29-31 設備導入 電気使用設備 非稼働日の自販機消灯・運転停止を実施。

29-31 設備導入 空気調和設備 新築・増築部分の事務所ではエリア分割式空調を使用。

29-31 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 新規設置の給湯設備は省エネ型のものを設置。

29-31 設備導入 照明設備 蛍光灯の老朽更新時・一部増設時には、LED照明を設置。

29-31 設備導入 照明設備 増築部分の事務所では照度による調光式照明を使用。

鈴木晒整理株式会社 30 28 3,364 31 3,260 96.9% 3,095 92.0% ★ 96.9% 104.7% 29-31 設備導入 排熱回収設備 ドレン回収 0～30

29-31 運用対策 運転管理 工程の段取り見直し

29-31 設備導入 燃焼設備 毛焼機の更新

株式会社スズキ部品製造　遠州精工工場 30 28 7,135 31 7,135 100.0% 7,884 110.5% ★ 100.0% 101.8% 29-31 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄書類の分別化により紙のリサイクル化を実施 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載 0～30

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施

29-31 設備導入 照明設備 事務所のみ完了 29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

29 設備導入 電気使用設備 コンプレッサー運転制御の見直しを実施

29 設備導入 熱利用設備 鋳造工程前炉の更新により断熱性の向上

株式会社スズキ部品製造　スズキ精密工場 30 28 31,278 31 30,340 97.0% 32,358 103.5% ★ 97.0% 91.0% 29-31 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄書類の分別化により紙のリサイクル化を実施 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載 61～80

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施

29-30 設備導入 照明設備 事務所棟の蛍光灯をＬＥＤ化、また、鍛造工場のＨＩＤ灯もＬＥＤ化を実施 29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

29-31 設備導入 電気使用設備 受電、変電設備の更新に併せて低損失ﾄﾗﾝｽの導入を決定

株式会社スズキ部品製造　浜松工場 30 28 13,706 31 13,620 99.4% 14,092 102.8% ★ 99.4% 96.7% 29-31 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄書類の分別化により紙のリサイクル化を実施 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載 31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施

29 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 通路照明の消し忘れ防止 29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

29-30 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 エアー圧力の変更

スタンレー電気株式会社　浜松製作所 30 28 6,991 31 6,781 97.0% 7,891 112.9% ★ 97.0% 87.0% 29 設備導入 電気使用設備 東側コンプレッサーNo.4の入替 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
2017.6.4　弊社より31名参加
2018.6.3　弊社より26名参加

61～80

29-31 設備導入 照明設備 蛍光灯ＬＥＤ化工事 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
2017.7.5　工場周辺のｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦実施　46名参加
2018.7.11　工場周辺のｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦実施　65名参加

29 設備導入 空気調和設備 工場外気取入工事 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
2017.11.17　弊社より2名参加
2018.11.27　弊社より2名参加

30 設備導入 空気調和設備 工場熱源変更 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 長期休暇中のコンプレッサー停止

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 長期休暇中のＣＴポンプのインバータ周波数変更

株式会社スニック　浜北トリム工場 30 28 3,034 31 3,530 116.3% 3,994 131.6% ★ 97.0% 93.9% 29-31 運用対策 運転管理
生産数に応じて稼動設備の台数を調整し、昇温・予熱の削減を実施し
た。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他
主に射出成形の不良低減に取り組み、日々不良数を削減し対策を実施
した。

61～80

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
月単位でエネルギー管理を実施し、前年と比較しエネルギー消費動向
を把握した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 毎月、関係部署の担当が集まって実施した。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
設備機器は保守点検の計画を立案し、計画日程に従って点検・部品の
定期交換を実施した。

29-31 設備導入 照明設備
蛍光灯照明を随時LED照明に変更実施取組中。組立工程、射出成形仕
上げ工程の照明はLED化完了。
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株式会社スニック　竜洋シート工場 30 ★ 28 4,342 31 4,213 97.0% 4,607 106.1% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 金型の使用数データ採りと定期洗浄の実施 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 海浜清掃の実施。 31～60

29-31 運用対策 運転管理 生産数に応じたライン編成管理の実施。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

一部管理文章のペーパーレス化の実施。

29-31 運用対策 保守及び点検 機器・設備のPM点検実施。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封用や裏紙の積極利用。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不在時のこまめな消灯の実施。休憩時の消灯。 29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

省エネ部会の開催。

30 設備導入 熱利用設備 ボイラー老朽更新のよる熱効率向上。

29-31 設備導入 電気使用設備 自動販売機のタイマー設定による休日運転停止。

30 設備導入 電気使用設備 老朽更新計画の策定と仕様検討

29-31 設備導入 照明設備 レイアウト変更・新設時のLED照明採用。

住電装プラテック株式会社　駒門事業所 30 28 2,750 31 2,681 97.5% 3,022 109.9% ★ 94.0% 80.5% 29-31 運用対策 推進体制の整備
ＩＳＯ１４００１に基づくＥＭＳにて生産数量原単位１％/年削減を目標とし
た省エネの推進

30-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

運送会社、清掃会社から環境展に参加してもらい自社の環境活動につ
いて紹介を行った。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ - 61～80

29-31 運用対策 運転管理 コンプレッサの台数制御運転及びポンプのインバータ制御 30-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

子供見学会の参加者へ自社の環境活動の紹介を行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房26℃、暖房20℃での運用管理徹底 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

工場のタブレット導入により帳票類のデータ化を実施。ペーパーレス化
を図った。

29-31 設備導入 電気使用設備 フロア毎のコンプレッサ設定圧力適正化 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

6月に全空調機のメーカー点検を実施。フロン漏洩や機器故障を点検し
修理を実施。

29-31 設備導入 空気調和設備 冷房と排熱を高さで分離する事で空調容量を圧縮。

29-31 設備導入 照明設備 -

29-31 設備導入 照明設備 通路照明の人感センサーによる不要時の消灯

住電装プラテック株式会社　本社工場 30 28 7,955 31 7,778 97.8% 7,391 92.9% ★ 94.0% 94.6% 29-31 運用対策 推進体制の整備
ＩＳＯ１４００１に基づくＥＭＳにて生産数量原単位１％/年削減を目標とし
た省エネの推進

30-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

運送会社、清掃会社から環境展に参加してもらい自社の環境活動につ
いて紹介を行った。

29-31 ふじのくにエコチャレンジ - 61～80

29-31 運用対策 運転管理 コンプレッサの台数制御運転及びポンプのインバータ制御 30-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

子供見学会の参加者へ自社の環境活動の紹介を行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房26℃、暖房20℃での運用管理徹底 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

工場のタブレット導入により帳票類のデータ化を実施。ペーパーレス化
を図った。

29-31 設備導入 電気使用設備 フロア毎のコンプレッサ設定圧力適正化 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

6月に全空調機のメーカー点検を実施。フロン漏洩や機器故障を点検し
修理を実施。

29-31 設備導入 空気調和設備 冷房と排熱を高さで分離する事で空調容量を圧縮。

29-31 設備導入 照明設備 照明のLED化

29-31 設備導入 照明設備 通路照明の人感センサーによる不要時の消灯

住友ベークライト株式会社　静岡工場 30 ★ 28 37,253 31 36,146 97.0% 35,994 96.6% 29 設備導入 燃焼設備 直接燃焼式脱臭装置を蓄熱式へ更新した。 31～60

29 設備導入 電気使用設備 高圧変圧器７台を高効率型へ更新した。

30 設備導入 電気使用設備 高圧変圧器４台を高効率型へ更新した。

30 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 生産工程で発生する可燃性ガスを燃料とする蒸気ボイラを導入した。

31 設備導入 空気調和設備 -

31 設備導入 熱利用設備 -

住友理工株式会社　富士裾野製作所 30 28 12,637 31 12,030 95.2% 11,583 91.7% ★ 95.2% 78.8% 29-31 設備導入 照明設備 事務所内の照明、外灯を、11月にLED器具326本の交換を行った。 31～60

29-31 設備導入 電気使用設備
工場内の電気設備で、12月に変圧器3台の交換と変圧器の統合（2台を
1台）を行った。

29 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 -

スルガ銀行株式会社　スルガ平本部 30 28 3,051 31 2,960 97.0% 3,285 107.7% ★ 96.0% 124.6% 29-31 設備導入 電気使用設備 - 0～30

29-31 設備導入 照明設備 -

30 運用対策 保守及び点検 チラー冷凍機凝縮器薬洗及び冷媒ガス量調整

株式会社クア・アンド・ホテル
駿河健康ランド

30 ★ 28 6,043 31 5,861 97.0% 5,551 91.9% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
設備運転状況の把握を行い、更新計画を立てることができた。（実際に
熱源設備を更新した）

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
温室効果ガスの排出抑制には寄与しないが、地域･社会への貢献活動
として清掃活動を実施した。

61～80

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
利用者に影響しない範囲において、天候や時間帯に応じて不要箇所の
消灯を適宜実施することができた。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
不要時のOA機器は可能な限り電源OFFを徹底し、PCモニタの照度を低
電力に設定した。

29-31 設備導入 照明設備 館内照明を順次省エネ型へ更新した。

株式会社駿河生産プラットフォーム 30 28 3,436 31 3,636 105.8% 3,731 108.6% ★ 58.8% 69.1% 29-30 設備導入 照明設備 屋外掲示板をＬＥＤ化 31～60

31 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 -

29-31 運用対策 推進体制の整備 ISO14001(2015年版)に基づいた環境活動

29-31 運用対策 運転管理 生産工程の自動化、合理化を推進

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
･エアコンの設定温度管理
･昼休みの消灯

スルガ東洋株式会社 30 ★ 28 4,218 31 4,000 94.8% 4,212 99.9% 29 設備導入 空気調和設備 冷却設備の更新（省エネ及び台数の削減） 0～30

30 設備導入 照明設備 荷捌室の照明器具を一部LEDに変更した。

31 設備導入 照明設備 -

31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 -
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株式会社セイユー　富士芝川工場 30 28 3,567 31 3,531 99.0% 3,586 100.5% ★ 96.1% 91.8% 29-30 運用対策 推進体制の整備
省エネに関する展示会や省エネに関する社外企業との研修会等を実施
した。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 毎月第1月曜日の朝一に事業所周辺の道路を清掃している。 29-31 ふじのくに森の町内会 - 61～80

29-31 運用対策 保守及び点検
水質維持の為、専門業者と保守契約を結び、スケース付着を防止する
ための薬注装置を設置した。水の濃縮等の水質検査も月1回実施して
いる。

29-30 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での緑化等環境保全となる行動を呼びか
け、行動につなげること。

- 29-31 緑の募金 -

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
工場内の現場の冷房設備の設定温度を25℃以下になったら使用禁止と
した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

-

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 - 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

-

30 設備導入 電気使用設備 成形機をインバーター式電動機のタイプへ更新した。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 -

30 設備導入 照明設備 工場内の照明をLED照明に交換した。

社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷浜松病院 30 28 11,112 31 11,154 100.4% 11,161 100.4% ★ 97.0% 97.1% 29 設備導入 電気使用設備
A棟の老朽化した電気室を更新。（トップランナー変圧器に更新し、設備
容量も負荷に合わせてスリム化。）

0～30

29-31 設備導入 空気調和設備 B棟空調熱源の冷温水ポンプのインバーター化

29-31 設備導入 照明設備 老朽化照明器具のLED化

29-31 設備導入 空気調和設備 S棟空調熱源の個別エアコン化

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視装置等で日々エネルギー使用状況を確認し、空調機器の運転
時間管理等を実施。

社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷三方原病院 30 28 9,119 31 8,845 97.0% 8,985 98.5% ★ 97.0% 98.5% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的に年・季節・月・週・日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、
数値、グラフ等で過去の実績と比較したエネルギーの消費動向等を把
握した。

29-31 自動車通勤環境配慮計画書制度 - 0～30

29-31 運用対策 熱の動力等変換合理化
コージェネレーション設備にて、発生する熱を十分に利用し、給湯、蒸気
熱源として活用した。

29-31 設備導入 照明設備
スポット的なＬＥＤ照明改修工事を実施。

29 設備導入 空気調和設備 -

29 運用対策 運転管理 自動制御、INVによる負荷に応じた適正運転を行った。

積水ハウス株式会社　静岡工場 30 28 12,317 31 12,373 100.5% 11,011 89.4% ★ 97.0% 95.2% 29-31 設備導入 照明設備
・外灯196台水銀灯400wをled化。2018年3月実施
・第1木工場129台水銀灯400wをled化。2018年12月実施
・第3パネル工場67台水銀灯400wをled化。2019年1月実施

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

1年間に2279組、夢工場の受入に対応 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

計画通り活動した 61～80

29-31 設備導入 空気調和設備
・物流センター事務所エアコン4馬力1台を更新。2018年3月実施
・第2食堂エアコン3馬力2台・8馬力4台を更新。2018年12月実施

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

6月4日、掛川市主催の「海岸清掃」
社員221名、ご家族41名、合計244名が参加
　　　　　　　　　　　　4月21日、工場周辺の「地域清掃活動」に鉄工グルー
プ社員25名が参加

29-31 設備導入 電気使用設備
・第6変台 電灯150kVA 動力500KVAトランスをトップランナーへ更新
・第7変台動力750KVAトランスをトップランナーへ更新

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

再利用を実施

29-31 設備導入 電気使用設備
・ベルバーン第2乾燥炉を低燃焼モードを設定して循環ファンの回転数
制御を行った。

29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

環境目標を定めて活動

29-31 運用対策 保守及び点検
４回/年事務所一斉清掃日を４回/年設けて照明器具、エアコンのフィル
ター清掃を実施

綜研化学株式会社　浜岡事業所 30 28 3,629 31 4,020 110.8% 3,969 109.4% ★ 97.0% 89.3% 29-31 設備導入 照明設備 工場内防爆型蛍光灯１０台をＬＥＤに交換 30 排出低減技術等の開発・普及 その他

輸出港変更による軽油使用量の削減
＊従来
　 御前崎→横浜

（往復400km）

31～60

30-31 設備導入 空気調和設備 -

30 設備導入 燃焼設備
小型還流ボイラー更新
従来の４基から３基に変更。
ボイラー効率　９６％→９８％に向上

30 設備導入 電気使用設備
従来45kW×1＋15×1　更新22kW×2
高効率コンプレッサーの導入により1m3あたりの消費電力
6.08kW→5.8kWに向上

ｿﾆｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ&ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ株式
会社
湖西ｻｲﾄ

30 ★ 28 6,663 31 6,564 98.5% 6,130 92.0% 30-31 設備導入 照明設備 LED変更中期計画に基づき、随時入替えを実施 29-31 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

- 61～80

30 設備導入 空気調和設備 モニタリング導入によるデータ化 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

-

30 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 モニタリング導入によるデータ化 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 -

29 運用対策 運転管理 空調機、設備等の 適化運転を随時実施 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

-

29 設備導入 電気使用設備 設備更新時の高効率設備導入

株式会社ソミック石川　鶴見工場 30 28 17,645 31 17,200 97.5% 17,160 97.3% ★ 99.2% 98.0% 29-31 運用対策 推進体制の整備
工場内省エネ委員会を発足し全社にて報告・相談等出来る体制を整備
することが出来た。

31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
前年度と同様に課毎・用途毎に毎月単位で、前年度比でのｴﾈﾙｷﾞｰ及
び原単位比較をｸﾞﾗﾌ化し、消費動向がある程度把握できるようになっ
た。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
機械工場では、エアコン更新による設定温度の変更、省エネモードで運
転を実施した。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの始動時間を変更し待機時間を削減することが出来た。

29-31 設備導入 照明設備
熱処理工場と鍛造工場の天井照明と、機械工場の照明を部分的にLED
照明に更新した。
合計で約200台

29-31 設備導入 電気使用設備
前年度実施。
運転管理等のルールを現場と話し合い決めた。

29-31 設備導入 電気使用設備 老朽化して効率が悪くなった空調機を効率の良い機器に更新した。

株式会社ソミック石川　古川工場 30 28 5,509 31 5,052 91.7% 5,342 97.0% ★ 97.0% 99.6% 29-31 設備導入 照明設備 40W蛍光灯をLEDへ更新　約430台交換(H30年度実績) 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 花壇、緑地の整備 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

社内監査を実施しました。 31～60

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明の一括SW化による消し忘れ防止 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の使用、分別の徹底

30-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 コンプレッサーの不要時の停止

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギーデータ管理・改善

29-31 設備導入 照明設備 新設外灯の人感センサー付き採用

29-31 運用対策 運転管理 コンプレッサー台数制御圧力の変更

株式会社ソミック石川　竜洋工場 30 28 3,546 31 3,439 97.0% 2,858 80.6% ★ 100.0% 81.2% 29-31 設備導入 照明設備
40W蛍光灯をLEDへ転換
39灯交換（30年度実績）

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 年3回を計画し3回実施 61～80

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
工場内への周知徹底
不要時の停止

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

毎日５Ｓ時間に廃棄物収集場所へ立哨し、リサイクルの分別指導を行っ
た。

30-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
高効率モーターへの交換
30KW×1台をINV設置
1.5KW×1台を0.75KWへ変更

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギーデータ管理の基盤構築

29-31 設備導入 照明設備 トイレ照明へ人感センサーの設置

29-31 運用対策 運転管理
コンプレッサの定期点検の実施
また圧力の見直しを行った

29-31 運用対策 運転管理 コンプレッサの管理標準作成
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